
　イランカラプテ。冬の厳しい寒さは、私たちに暖かさや灯り、調理に必
要な熱を与えてくれる火のありがたさを改めて実感させます。今ではマッ

チやライターで簡単に起こせる火ですが、もし、それがなかったら、あなたはどうやって火を起こ
しますか？
　アイヌ民族は火をアペフチカムイ（火の神）として尊び、一度起こした火を絶やすことなく大切

ることがわかります。
　さて、チキサニでは２月25日㈯、山のイオル「冬の遊び」を開催し、火起こし体験を行う予定で
す。詳細は本紙P17の「くらし百科　催し　イオル体験交流事業」をご覧ください。
　 政策推進課　アイヌ政策推進室　学芸員　森洋輔

にしたため、頻繁に火起こしをしていたわけではありません。それ
でも、新しい家を建てた時や狩猟、漁撈の際に火起こしを行います。
石と鉄を打ち合わせて起きる火花を炭の粉に落として火種を作る方
法の他、弓を応用したイキサプと呼ばれる火起こしの道具を使った
方法もあります。イキサプはイチイの木の枝を使った弓を使い、弓
の弦にハルニレの木の棒を巻きつけて、弓を前後に動かすことで棒
を回転させ、棒の先端を別のハルニレの木の台に穴を開けるように
押し付けて、摩擦によって火種を得ることができます。ちなみに、
ハルニレはアイヌ語でチキサニと呼ばれ、木と木をこすり合わせて
穴を開ける木を意味し、その動作から、火起こしに使われた木であ

イキサプ

問い合わせ先：イオル事務所　チキサニ　☎８２－６３０１

者の年金支給日に合わせ、金融機関店頭で街頭啓発を実施。被害防止を呼び掛けながら、「『保険が使え
る』にご用心！」「うまい話には裏がある」などと書かれた啓発グッズを利用者に配布しました。

　道警のまとめ（2022年12月速報値）によると、同年の道内の特殊
詐欺事件発生状況は、件数は308件（前年比168件増）で現集計方法
で最多、被害総額は約12億４千万円（同約６億５千万円増）で過去
2番目と、最悪の状態となりました。
　町消費者被害防止ネットワーク（生活環境課）はこのほど、高齢

昨年度、開催した山のイオル「冬の
遊び」での火起こし体験

現金やキャッシュカードを「振り込まない」「渡さない」「送らない」！
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STOP特殊詐欺


